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αf2は等しいと考え3、図1（誠こ例示されるように、期とブラン  

ドのペアで表されるノード（ノード内の数字は購買数量を表す）  

と、合い続く期のノード間に枝集合を持つ有向グラフを考える  

と、各ノードの流量が既知のときの各枝を流れる流量′（ノ，た）  

を推定し、その流量の割合をブランドスイッチ確率として考え  

る。  

1．はじめに   

企業のマーケテイング活動において、自社ブランドに対する  

顧客のロイヤルティを高めることは、安定した売上げと利益を  

もたらし、さらにはマーケテイングコストの引き下げに貢献す  

ると言われており【1】、非常に重要なテーマと認識されている。  

一方で近年、／ト売店においては顧客の詳細な購買履歴の蓄積が  

可能となっており、企業はこれらのデータを活用し、1）全体とし  

てのブランドスイッチの傾向を的確に把握し、さらには、2）ロイ  

ヤルティを示す顧客の購買特徴を把握することによって、顧客  

のブランドロイヤリティを高めるためのマーケテイングアクシ  

ョンの有効なサポートを可能にすることが期待できる。そこで  

本稿はこれら2点について、ネットワーク流量推定手法および  

文字列解析手法をブラン開幕買パターン分析に応用する方法に  

ついて提案し、その有効性を検証することを目的としている。   

まず全体としてのブランドスイッチの傾向を把握するための  

手法として、連続する2つの期における顧客のブランド購買数  

量をノードとし、またブランドスイッチ確率をエッジとするネ  

ットワーク流を考え、平均的な顧客のブランドスイッチ確率を  

求めることによりブランドスイッチの傾向を把握する手法を提  

案する。次に、ブランドの購買パターンを文字列として捉え、  

分子生物学や遺伝子解析の分野で研究が盛んな文字列解析手法  

を利用し、あるブランドにロイヤルになる顧客のブランド購買  

ルールの発見手法を提案する。   

なお本稿では、あるスーパーマーケットから提供されたID付  

きPOSデータ1を用い、粉末洗濯洗剤に焦点をあてて分析を進  

めていく。  

2．ネットワーク流量の推定手法2の応用   

ある商品カテゴリ におけるブランド集合を  

β＝（1，2，…，椚）とする。ある期‖こおいて顧客わ翔茸買した  
ブランドノ∈βの購買数量をαJ（ノ）とする。ここで連続する  

二つの期Jl，ちにおける顧客fの全てのブランドの購買数量が  

与えられたとき、顧客fの期glからちにおけるブランドノから  

丘へのスイッチ確率A（ノ，ん）を推定する問題を考える。  

説明の簡略のために顧酎が射いg2に購買した総個数αfl、  

Jl  ら  JI  J2  

ノ，斤  P．（ノ，た）  ′（ノ，た）   

1，1  2ノ5＝0．4  4・0．4＝1．6   

1，2  3／5＝0．6  4・0．6＝2．4   

2，1  2／5＝0．4  1・0．4＝0．4   

2，2  3／5＝0．6  1・0．4＝0．6  

ブランド1  

ブランド2  

（d  （b）  

図1ネットワーク流量の推定問題   

この時ブランドスイッチ確率はJlにおける購買個数に左右さ  

れず旦（ノ，た）＝αf2（た）／α‘2と推定するのが妥当で、また流  

量′（ノ，た）はα‡】（ルⅥ（ノ，た）で求められる（図1（b）に例荊。   

そして、このようにして求めた全顧客のブランドスイッチ確  

率から、平均的な顧客のノからたへのブランドスイッチ確率  

ク（ノ，た）を次の間題の解として定義する。  

minimize∑ia：l（j）bi（j，k）－P（j，k））2 （1）  

菰1）よりク（ノ，た）は式（2）で求められる。  

∑〟（月見（ノ，ん）  
ク（ノ，た）＝   （2）   

∑∫αニ1（ノ）  

以上の考え方を粉末洗濯洗剤の10個のブランド（A～のに対し  

て適用した結果を図2に示すもここでは四半期を1期とし、2001  

年7月期から2003年4月期までの8期におけるブランドスイッ  

チ確率を矢印の太さとして表している。結果を考察すると、多  

くの期においてブランドEからFもしくはGへのブランドスイ  

ッチ確率が高いことがわかり、F、GはEの代替可能な特性を  

有していると推測され、かつEブランドに何らかの問題がある  

と考えられる。逆にAB，C，Dからのスイッチ確率の高いブラン  

ドはなく、これらのブランドロイヤルティが比較的高いことが  

わかる。  

1日本マーケテイングサイエンス学会Ⅱ）付きPOSデータ活用研究部会平  

成15年度データ解析コンペティションより提供されたデータを用いた。  

2【3】の研究に基づき発展させたものである。  

3αご】≠αf2の場合は、他吉での購買を仮定することによって解決してい  

る。  
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性別（GEN）を説明属性として利用した。なお価格帯とはブラン  

ドごとに、販売価格をできるかぎりトランザクション数が均等  

になるように0，1，2の3段階に分割したものである。以上、5つ  

の説明属性を含むデータセットのサンフツレを表1に示す。顧客  

Ⅱ）が1についてみてみると、期間′の連続購買ブランドはFで、  

その時の購買価格帯平均は0．76と比較的安い金額で購買してい  

る。また期間∫においてAを3回連続購買した後、Fを1回購  

買し、そして再びAを購買しており（BP功、いずれの購買にお  

いても最も安い価格帯で購買している伊功。  

表1データセットサンプル  

（D（∋  Q）○  顧客  ロイヤルブランド  BPP   PP   SP  GEN  AGモ：   

1   F   AAAfA  00000  0．76  女   45   

2   F   GFDFD  21021  1．5   男   63   

3   D   EDDEA  12121  1．3   女   28   

4   D   CDDEC  21001  0．56  女   34   

同一ブランド間のスイッチ確率は省略している。  

スイッチ確率が0．18以上のエッジのみ表示している。  

図2 洗濯洗剤10ブランドについてのブランドスイッチ  

3．文字列解析手法の応用   

ブランドをアルファベット1文字で表すと、ある顧客のブラ  

ンド購買パターンは文字列で表現できる。例えば、文字列  

「AAACBBBB」は、Aブランドを3回連続購買した後にCを  

購買し、その後Bを4回連続購買したことを示す。   

このような文字列で表現されるデータからの知識発見につい  

ては、分子生物学や遺伝子解析の分野において様々な手法が開  

発されており、例えばBONSAIは文字列で表現された複数のケ  

ースを含む正事例と負事例について、文字列の正規パターンを  

ノードの条件にもつ決定木による分類モデルを構築する［孔   

我々はBONSAIをビジネスデータに応用するために機能を拡  

張したE－BONSAIを開発してきた［2］。オリジナルのBONSAI  

からの主な改良点は次の通りである。1）文字列属性だけでなく  

数値属性やカテゴリ属性も説明属性として同時に利用可能とし  

た。2）正規パターンに文字列の出現位置情報を加えた。白）複数  

の文字列属性を扱い可能とした。次に、このE－BONSAIをブラ  

ンドスイッチ分析にどのように応用したかについて説明する。   

顧客のブランド購買パターンにおいて、ある同一ブランド  

g∈βをn回（実験においてはn＝3）以上連続して購買した期間  

をブランドロイヤル期間J、そのブランドをロイヤルブランドと  

する（ただし期間′の一回前の購買ブランドはgとは異なる）。  

また期間gの前m回（実験ではm＝5）の購買期間∫におけるブラ  

ンド購買パターン集合牧字列落部をβPP（g）とする。このと  

き、異なる二つのロイヤルブランドノ，た∈βに関する  

βPP（ノ）、βPP（りをそれぞれ正事例、負事例とて  

E－BONSAIを適用し分類モデルを構築する。このことにより異  
なる二つのブランドノ，んについて、ブランドロイヤルティ形成  

期間の前にどのような購買行動の違いがあるかについてのルー  

ルを発見することが可能となる。   

さらに、ブラン梢茸買パターン（BPP）以外にも、期間∫に  

おける購買価格帯パターン伊功、、期間Jにおける購買ブランド  

ノ，たの購買価格帯平均（SP）、そして顧客属性として年齢仏GE）、  

以上に示した手法をブランドDとFについて適用した結果が図  

3に示されている。この結果より、ブランドDにロイヤルにな  

る多くの顧客は、それ以前の期間∫においてDを2回以上連続  

購買していることがわかる（リーフ①。またブランドFにロイヤ  

ルになる多くの顧客は、Fを比較的高い価格帯で購買し、かつ期  

間∫においてDを2回連続購買したことがないことがわかる  

（リーフ（勤。より詳細な解釈については当日の報告にて行う。  

BPPhas“DD－  

草書ミ  
ミ＝  

。，叫  

テスト精度：68．0％  

SPく＝0．35  

括弧内の数字：（h／S）  

S：リーフに分類された件数  

（105／196）（332／455）h：正しく分類された件数  

図3 ブランドDとFに関する／レーソレ  

4．むすび   

本稿では、ブランド購買パターンの分析について、ネットワ  

ーク流量推定手法および文字列解析手法を応用することによっ  

て、実用的なノレールの発見が可能であることを示した。  
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